
１３０人が犠牲となったパリ同時多発テロ事件の
首謀者は、パリ郊外のアパートの一室を知人女性に
契約させ、同所に潜伏していたとされています。
また、ホテル等にテロリストや犯罪者が潜伏して
いた例も複数あり、民泊施設についても、犯罪者等
に悪用させないための対策を講じる必要があります。

傾向と

民泊施設では、
◆ 宿泊者名簿の正確な記載

（対面又は対面と同等手段による本人確認の実施）

◆ 宿泊者全員の宿泊者名簿の作成
（来日外国人の場合は国籍と旅券番号）

をお願いします。
また、下記のような不審動向把握時には警察に通報
してください。

対策！

民泊施設の悪用防止のために




